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教育者バルトークのペダリング
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田 中 宏 明
Abstract
InordertounderstandthewayinwhichBarto?k capturedthetechnicalelements
during hisrevisionofMozart’sPiano Sonatas,Inthisreport Iexaminedthepedaling
signsherecorded. AlthoughthepedalsignswerenotlistedintheeditionoftheAlte
Mozart-GesammtausgabewhichBarto?k took ashistext,heincludedpedalsignsinhis
revised scoreto better realizethecharacteristicstyleofthesepiano sonatas. The
educational intent behind this pedaling can be seen throughout. Among other
things,uniquedirections for finger pedaling not found on other revised scores are
recorded. In the emphasis on melody and beat seen there, we find a wonderful
connection between Barto?k’s vision of music and the customary performances of
traditionalMozart pieces in theearly20?century,and passed on to themusicians
offuturegenerations.
はじめに
本稿は「バルトーク校訂版モーツァルト?ピアノソナタ?」についての筆者のこれまでの研究の中か
ら、バルトークが書き込んだペダリングについて特化させた内容となっている。1912年にブダペストの
カーロイ・ロジュニャイ社（Ka?rolyRozsnyai）から出版されたバルトーク校訂版モーツァルト?ピアノ
ソナタ（20曲）?は、バルトークが亡くなって５年後の1950年にムジカブダペスト社に版権譲渡され
た。さらにその後、アメリカのカルマス社がムジカブダペスト社からライセンスを取得し、複刻版を出
版した。この楽譜にはアレキサンダ ・ーリプスキ （ーAlexanderLipsky)??の序文が加わった。この序文??
には、バルトークが校訂した内容で注目すべき点として、
１）ダイナミクスとアゴーギグ、２）装飾音、３）フィンガリング、４）ペダル記号、５）楽曲分析
が挙げられている??。この中でバルトークの教育的な意図が後世に伝わっていることが明らかにできる
のは「ペダル記号」ではないかと筆者は考えた。
本稿の構成および考察手順について。はじめに、バルトークが校訂楽譜を編纂する際に底本とした版
はどの版だったのかを検証する。次にそこからモーツァルト作品の演奏法（特にペダリング）をバルトー
クがどのように読み取り、底本に書き込んでいったのかを探っていく。そして彼のペダリングが後の演
奏家たちにどのように伝わったのかを明らかにしたい。なお、モーツァルトの時代は、曲名を?クラヴィー
アソナタ?と表記するべきではないかとも考えられるが、現在のカルマス版に〝Sonata forPiano"と
あるため、本稿では?ピアノソナタ?と表記を統一する。
１．バルトーク校訂版モーツァルト?ピアノソナタ?の編纂
1.1.バルトークが底本とした版
これまでの研究から、バルトークがモーツァルトのソナタを校訂する際に使用した底本は旧モーツァ
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ルト全集であった可能性が高い??。しかしそこでは旧全集版の楽譜からの具体的な検証はされなかった。
そのため本稿では記譜の面から底本は何であったかを実証したい。
現代の「新モーツァルト全集」??に対して、いわゆる「旧モーツァルト全集」（Alte Mozart-
Gesammtausgabe）と称される版がある。これは1877年から1883年にかけて完結し、ブライトコプフ
社から出版された。海老澤敏によれば、「『旧モーツァルト全集』は、その後、モーツァルト演奏のもっ
とも重要な拠り所となり、今日に至る一世紀間の長い生命を享受してきた。」??とある。しかし、今では一
般的に使用されることは少なく、主に学術的研究など、極めて限られた用途にのみ使用されるようになっ
た。
ここでK281の旧モーツァルト全集版を示す。ディナーミク記号およびスラーのかかる箇所、「・」の
表記などに着目したい。
上記譜例では第１、第３および第７小節に fと記載されている。旧全集ではどの程度自筆譜や初版譜に
基づいて書かれているかがあいまいではあるが、新全集など他のいわゆる原典版には第３小節の fの記
入はないため、これらの fの中で第３小節に記されたものは旧全集の編纂者が書き込んだものである可
能性が極めて高い。
また、モーツァルト自身が楽譜に記したスラーは、ほぼ小節をまたがない。しかし上記譜例の第７小
節および第８小節のスラーはアウフタクトからはじまり、小節をまたぐ。これは19世紀後半にライプ
ツィヒで音楽学者フーゴー・リーマン（HugoRiemann)??が「すべてのフレーズはアウフタクトで始ま
る」??という独自の理論を展開していたことが旧全集の編纂に少なからず影響があったと考える。吉成は
リーマンのフレージング理論について、「今の目から見ればはっきりと19世紀的・ロマン主義的音楽観
に根ざすものであり、それを18世紀のモーツァルトに当てはめるのはいかにも強引である」??と述べて
いる。しかしこのリーマンの語った音楽観は時代の流れに沿ったものであり、当時は標準的な考えとさ
れていた。
次にバルトーク版の同じ楽曲を挙げ、旧全集と比較してみる。
譜例１ 旧全集版 K281 第１楽章 冒頭２段
― 124―
ディナーミク記号（f）とスラーの位置、第２小節および第６小節のスタッカート表記が旧モーツァル
ト全集と一致している。
さらに、バルトークが校訂したソナタK189f（K281)???の楽譜、第１楽章脚注に〝InderBreitkopf
u.Ha?rtel’schen"という記述がある???。バルトーク版の出版は1912年であり、旧モーツァルト全集の刊
行から約30年経過しているため、ブライトコプフ版が当時モーツァルト楽譜の規範として広く行き渡っ
ていたと考えられる。以上のことから、バルトークが底本にしたのは、やはり旧全集のブライトコプフ
版であると推測される。
1.2.バルトークが校訂した内容
吉成はバルトーク校訂版の様々な記号や標語の付加について、「そうした付加はモーツァルト自身のオ
リジナルとは明確に区別されておらず、今日の校訂の基準からみると問題は多い」と述べている???。はた
してそうであろうかと筆者は考える。バルトーク版では、底本（旧全集）に記載されている発想記号は
太字イタリック体で印刷され、彼自身の記号は細字イタリック体で小さく示されているため、原譜との
区別は明確である。
ではフィンガリング、ペダリングの項目についてはどうであろうか。これらは旧モーツァルト全集に
は記載が無いため、バルトーク自身によるものであると言える。
２．バルトーク校訂版モーツァルト?ピアノソナタ?のペダリング
リプスキーは「バルトークのペダルの指示は素晴らしい。しかし書かれている箇所は少なすぎる。生
徒はこの版に記されたよりももっと多くのペダルを使用しなくてはならないだろう。（筆者訳）」???と述
べている。確かにバルトークのペダル記号は多くはない。しかしながら記号以外の箇所でペダルは使用
しないことを意味するのではない。彼が思い描く通りにペダリングを書き込んでしまうと楽譜が非常に
煩雑になるため、いちいち書いていないのである。
2.1.ダンパーペダル
バルトークはダンパーペダルを最低限必要と感じた部分に「 」で示している。
譜例1-1 バルトーク版 K281 第１楽章 冒頭２段
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上記譜例では、同一和声を一つのペダルでまとめている。だが実際に演奏する際にはこのようにはペ
ダルを踏まないであろう。ディナーミク記号やフィンガリングも尋常ではない数の書き込みをしていた
彼は、おそらく微妙なペダリングを指示したかったと考えられるが、ペダル記号として記譜上の限界で
あったのであろう。彼はここではペダル記号によって和声の区別を示そうとしていると考えられる。
さらにこの楽曲の第28小節、提示部を終結する２つの４分音符和音がある。一般的に和音ごとにペダ
ルを踏みかえるが、バルトークは同一和声を上記の例のように一つのペダルでまとめている。現在、こ
のような表記の部分を演奏する場合は、２分の１ペダル、４分の１ペダルなど、ダンパーペダルの深さ
を慎重に調整する必要がある。
2.2.フィンガーペダル
ダンパーペダルの適切な使用は分散和音を美しく響かせ、音の広がりや立体感を形成する。ところが
反応の良いダンパーを適切に調節できないと音が過度に増幅する場合がある。それを避けるためのペダ
ルが、いわゆるフィンガーペダルである。バルトークは望まない過剰な響きを避けるため、頻繁にこれ
を書き込んでいる。
彼のフィンガーペダルの記譜法は、その対象となる音符の符幹の長さを他の符幹よりも短く表示した
ことである。これによって音楽用語と同じように???、旧モーツァルト全集の記述とバルトーク版の区別が
できるのである。一見その違いが分かりにくい箇所ではあるが、実はこんなところにこそバルトークの
教育的な意図が示されているのである。
１）伴奏音形への使用
フィンガーペダルは主に伴奏音形に使用されることが多い。まずK189h（283）第１楽章の旧全集版と
バルトーク版を比較してみる。
譜例２ バルトーク版 K545 第１楽章（第18-23小節）
譜例2-1 同（第28小節）
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バルトーク版では低音部譜表の各小節第１拍のバスとなる８分音符に上向きの符幹で付点４分音符が
加えられている。この保続音により和声進行がより滑らかで鮮明な響きになるのである。
同様の例としてK333第１楽章がある。ここでは、低音部譜表のバス音 b-b、c?-c?、f-f、b-b の動
きがフィンガーペダルにより明確になる。また、第１拍および第３拍の裏拍が強調される。
２）旋律の強調
次の譜例５および６の事例は、旋律が強調されるフィンガーペダルである。譜例5-1ではバルトーク
が低音部譜表の８分音符に４分音符の声部を書き込んでいる。これによって滑らかなバス進行を形成し、
旋律ラインを浮き立たせることができる。高音部譜表にあるシンコペーション旋律と４分音符のバスラ
インが織りなす10度音程の美しい２声の響きを表現することができるのである。
譜例３ K189h（283）第１楽章（第1-4小節) 旧全集版による楽譜
譜例3-1 同 バルトーク版による楽譜
譜例４ バルトーク版 K333第１楽章（第1-4小節）
譜例５ K189h（283）第１楽章（第23-26小節) 旧全集版による楽譜
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また、次の譜例（K545）にも低音部譜表に同様の事例が見られる。
３）拍の強調
旋律を強調するフィンガーペダルに対して、譜例７のように拍が強調される事例も見られる。レオポ
ルトは拍子について、「拍はメロディーを作る。従って、拍は音楽の魂である。それは音楽を生き生きと
させるだけでなく、全ての成分を正しい秩序に保つ。」???と述べている。バルトークはここでもモーツァ
ルト時代の様式感を、フィンガーペダルによって再現しているのである。
2.3.フィンガーペダルとダンパーペダルの併用例
フィンガーペダルによって和声感が強調されることは前項2.2.の１）伴奏音形への使用、で述べた。
これに加えてダンパーを弦から少しだけ離すことにより控えめな残響が得られ、アルベルティ・バスの
音色にさらに変化をつけることが出来る。
譜例5-1 同 バルトーク版
譜例６ バルトーク版 K545 第１楽章（第15-17小節）
譜例７ バルトーク版 K547a 第１楽章（第27-29小節）
譜例８ バルトーク版 K545第１楽章（第1-4小節）
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３．バルトーク校訂版モーツァルト?ピアノソナタ?の社会的位置
これまでバルトーク校訂版の楽譜に記載されている事象について考察してきた。では楽譜からではな
く、音として実際にどのように演奏されていたのだろうか。これからバルトークと同時代のピアニスト
の演奏による CD録音をもとに探ってみる。
3.1.ワルター・ギーゼキング
20世紀を代表するピアニストのひとり、ワルター・ギーゼキング（WalterGieseking 1895-1956）は
モーツァルト、ドビュッシー等の伝説的な演奏家として知られている。彼の演奏について特筆する点は
類稀なる繊細なペダリングである。
ギーゼキングのモーツァルト?ピアノソナタ全集?によると???、ダンパーペダルの使用を極力少なくし
ていることがわかる。そのかわりにフィンガーペダルを譜例5-1（K283）のように旋律を強調するため
に使用しているのである。ちなみに、本稿執筆のために多くの録音を改めて検証した結果、彼はこの譜
例の他にも多くの箇所においてフィンガーペダルを使用していたことが確認できた。このことから、フィ
ンガーペダルは当時の楽譜には一切記載されていないが、演奏家のあいだではモーツァルトの演奏習慣
として定着していたと言える。つまりバルトークはフィンガーペダルを当時の演奏習慣としてそのまま
彼の校訂楽譜に再現したのである。
3.2.リリー・クラウス
ハンガリー出身のリリー・クラウス（LiliKraus1908-1986）は20世紀を代表するモーツァルト演奏
家の一人として知られている。彼女は17歳からブダペスト音楽院にて、バルトークに師事している。お
そらく彼女はバルトークから直接モーツァルトの演奏法を教わった可能性が高い。なぜなら彼女のモー
ツァルトの録音???には多くのフィンガーペダルが使用されていたからである。
具体的には、譜例3-1（K283）および譜例４（K333）のバス音に４分音符等の符幹を加え、音価を長
くしていた。また、譜例5-1（K283）のように旋律が強調されるフィンガーペダルの使用も挙げられ
る。さらにバルトークが校訂版に指示した箇所はほぼ例外なくこれが使用されている。
また、ダンパーペダルの使用についても譜例２（K545）をはじめ多くの箇所で彼が指示したペダリン
グを活かしている。したがってクラウスはバルトーク校訂版を使用していたに違いない。このことはバ
ルトーク版が、モーツァルト?ピアノソナタ?を演奏する多くの人々に認知され、彼の教育的な意図、
とりわけペダリングが見事に伝わっていたことを示している。
おわりに
本稿では、バルトークがモーツァルト?ピアノソナタ?を校訂するにあたり、バルトークはモーツァ
ルトの演奏法をどのように考えていたかをペダリングを中心に解明してきた。
モーツァルトの時代は楽譜に記号や用語等の指示をあまり多く書かなかった。これは当時の演奏習慣
を演奏者は理解していることが前提にあったからである。しかし一般に強弱記号等がほとんど書かれて
いない原典版の楽譜では、ある一定の音楽的な知識を持たない場合、モーツァルトの様式を理解し演奏
することは困難である。校訂楽譜はまさにそれを繙くためにあった。だが、バルトークの時代の校訂版
の多くはスラーや記号が必要以上に書き込まれ、モーツァルト本来の様式が見えにくくなってしまった
のである。
チェルニー、リストから脈々と続くドイツ、オーストリア音楽の伝統継承者であったバルトークは、
当時もっとも権威がある楽譜の一つで、学術的にも高い評価を受けていた旧モーツァルト全集を底本に
し、彼の受け継いだモーツァルトの様式感をディナーミク記号などによって具体的に示したのである。
さらに、旧全集には書かれていないフィンガリングやペダリングを書き込み、バルトークのモーツァル
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ト演奏観をより鮮明に再現したのである。つまりモーツァルト?ピアノソナタ?バルトーク校訂版は、
彼が受け継いだ伝統を復古したものなのである。
【注】
１)1900年ワルシャワ生．音楽学者，作曲家，ピアニスト．コロンビア大学で学ぶ．1985年没．彼が執筆した
序文には，他にハンス・ビショフ校訂バッハ?インヴェンションとシンフォニア?などがある．
２)Lipsky,A.,EducationalForewordof“Mozart TwentySonataseditedbyB.Barto?k”Kalmusedition,
p.1.
３)藤女子大学人間生活学部紀要第50号，2013年，p.121.
４)田中宏明『バルトーク校訂版モーツァルト?ピアノソナタ?―?バルトークがピアノ教育者として伝えたこ
と―?』藤女子大学人間生活学部紀要第50号，2013年，p.120.
５)〝NeueMozart-Gesammtausgabe"この楽譜は1955年に編纂が始まり1991年にほぼ完成され，ベーレン
ライター社から出版された．
６)海老澤敏，吉田泰輔（監修）『モーツァルト事典』東京書籍，1991年，p.11.
７)1849年生．1919年没．ライプツィヒ大学で音楽理論の教授を務めていた．
８)吉成順『知って得するエディション講座』音楽之友社，2012年，p.28.
９)前掲８)，p.29.
10)ムジカブダペスト版には1862年にケッヘルにより刊行された『モーツァルト全作品年代順主題目録』の初
版番号ではなく，1937年にアルフレート・アインシュタインによるケッヘル第３版の番号が記されてい
る．
11)Mozart,W.A.,Barto?k,B.“Klaviersonaten?”Editio Musica Budapest,1950,p.92.
12)前掲８），p.30.
13)前掲２），p.1.
14)前項1.2.「バルトーク版では，底本（旧全集）に記載されている発想記号は太字イタリック体で印刷さ
れ，彼自身の記号は細字イタリック体で小さく示されている」.
15)L.モーツァルト『バイオリン奏法』塚原晢夫（訳），全音楽譜出版社，1974年，p.20.
16)ギーゼキング，W.『モーツァルト ピアノソナタ全集』1953年録音，EMIミュージックジャパン，2008年.
17)クラウス，L.『モーツァルト ピアノソナタ全集』1968年録音，SONYクラシカル，1991年．ちなみに彼
女が演奏したモーツァルト?ピアノソナタ全集?の録音は1956年版と1968年版の２種類ある．
【引用楽譜】
譜例1，3，5：W.A.Mozart,CompleteSonatas and Fantasies for Solo Piano
(Breitkopfu.Ha?rtel,Leipzig,1877-1883）
譜例1-1，2，2-1，3-1，4，5-1，6，7，8：W.A.Mozart,Sonaten fu?rKlavier?,edited byBe?la Barto?k
(EditioMusica Budapest,1950）
― 130―
